
(57)【要約】

ピストン手段が選択的に駆動されて薬剤カートリッジか

ら薬剤を排出する注入装置のための駆動機構が開示され

ている。駆動機構は、第一ラチェット手段（１７８）と

連動する駆動手段（１７０）と、ピストン手段（１８０

）と連動する第二ラチェット手段（１７４）と、ハウジ

ング（１７６）とを具備し、第一ラチェット（１７８）

と第二ラチェット（１７４）はハウジング（１７６）の

中に配置される。第二ラチェット手段（１７４）は付勢

手段（１８２）によって第一ラチェット手段（１７８）

に向かって押される。駆動手段（１７０）は、正逆方向

に作動可能であり、第一ラチェット手段（１７８）を第

一傾斜方向に駆動することによって、第一ラチェット手

段（１７８）は、その運動の少なくとも一部分で付勢手

段（１８２）に抗しながら、第二ラチェット手段（１７

４）を縦軸方向に動かし、それから、第一ラチェット手

段（１７８）と前記第二ラチェット手段（１７４）とを

一緒に第二傾斜方向に駆動して、ピストン手段（１８０

）を作動させる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ピ ス ト ン 手 段 が 選 択 的 に 駆 動 さ れ て 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ か ら 薬 剤 を 排 出 す る 注 入 装 置 の た め
の 駆 動 機 構 で あ っ て 、 前 記 駆 動 機 構 は 、 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ と 連 動 す る 駆 動 手 段 １
７ ０ と 、 前 記 ピ ス ト ン 手 段 １ ８ ０ と 連 動 す る 第 二 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ４ と 、 ハ ウ ジ ン グ １
７ ６ と を 具 備 し 、 前 記 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ と 前 記 第 二 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ４ は 前 記
ハ ウ ジ ン グ １ ７ ６ の 中 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 二 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ４ は 付 勢 手 段 １ ８ ２ に よ
っ て 前 記 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ に 向 か っ て 押 さ れ 、 そ し て 前 記 駆 動 手 段 １ ７ ０ は 、 正
逆 方 向 に 作 動 可 能 で あ り 、 前 記 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ を 第 一 傾 斜 方 向 に 駆 動 す る こ と
に よ っ て 、 前 記 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ は 、 そ の 運 動 の 少 な く と も 一 部 分 で 前 記 付 勢 手
段 １ ８ ２ に 抗 し な が ら 、 前 記 第 二 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ４ を 縦 軸 方 向 に 動 か し 、 そ れ か ら 、
前 記 第 一 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ８ と 前 記 第 二 ラ チ ェ ッ ト 手 段 １ ７ ４ と を 一 緒 に 第 二 傾 斜 方 向
に 駆 動 し て 、 前 記 ピ ス ト ン 手 段 １ ８ ０ を 作 動 さ せ る よ う に な さ れ て い る 注 入 装 置 の た め の
駆 動 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 駆 動 手 段 １ ７ ０ は 、 回 転 ソ レ ノ イ ド を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 駆
動 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ピ ス ト ン 手 段 １ ８ ０ は 、 送 り ね じ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 駆 動 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 注 入 装 置 の 改 良 に 関 し 、 具 体 的 に は 薬 剤 の 量 を 制 御 し て 投 与 す る た め の 携 帯 用
注 入 装 置 の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
典 型 的 に は 、 こ の よ う な 注 入 装 置 は 糖 尿 病 患 者 が イ ン ス リ ン ま た は イ ン ス リ ン タ イ プ の 薬
剤 の 自 分 自 身 へ の 投 与 量 を 管 理 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 注 入 装 置 が 他 の 薬 剤 の
注 入 に も 好 適 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 投 与 は 、 か つ て は 使 い 捨 て 注 射 器 を 使 っ て 管 理 さ れ て い た 。 す な わ ち 、 ま ず 、
投 与 量 が 別 の バ イ ア ル ま た は 別 の 容 器 か ら 注 射 器 に 充 填 さ れ 、 そ れ か ら そ の 注 射 器 を 使 っ
て 注 射 さ れ た 。 し か し 、 こ の よ う な 装 置 に は い く つ か の 難 点 が あ っ た 。 具 体 的 に は 、 衰 弱
者 に と っ て こ の よ う な 装 置 は 適 さ な か っ た 。 そ う で な い 者 に と っ て は 、 こ の よ う な 注 射 器
は 社 会 的 に 不 評 を 買 っ て い る た め 、 そ れ を 一 般 に 使 用 す る こ と に は 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ う し た 問 題 を 克 服 す る た め 、 い く つ か の 、 い わ ゆ る ペ ン 型 注 入 装 置 が 開 発 さ れ て き た 。
こ れ ら の 装 置 は 小 型 で あ る た め 、 上 着 の ポ ケ ッ ト な ど に 入 れ て 運 ぶ こ と が で き 、 そ の 上 、
注 入 装 置 に 装 着 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ま た は ア ン プ ル か ら 投 与 を 繰 返 し 行 う こ と が で き る 。
本 発 明 は 、 特 に こ の よ う な ペ ン 型 注 入 装 置 に 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な ペ ン 型 注 入 装 置 は 、 使 い 捨 て 皮 下 用 注 射 器 に 対 し て か な り の 改 善 を も た ら し て
い る が 、 依 然 と し て 残 さ れ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 に 、 ペ ン 型 注 入 装 置 用 の 駆 動 系 の 設 計 を 考 え る 場 合 、 時 に は い く つ か の 相 反 す る 技 術 的
な 要 求 が 出 て く る 。 駆 動 系 は 正 確 で 信 頼 性 が 高 く な け れ ば な ら な い こ と は 当 然 で あ る が 、
そ れ と 同 時 に コ ン パ ク ト で 効 率 が 良 い こ と も 要 求 さ れ る 。 駆 動 系 は 信 頼 性 が 高 く 、 か つ 頑
丈 で な け れ ば な ら ず 、 製 品 の 寿 命 が 尽 き る ま で 機 能 す る こ と が で き な け れ ば な ら な い 。 さ
ら に 加 え て 、 駆 動 系 は 本 質 的 に 危 険 防 止 措 置 （ フ ェ イ ル セ ー フ ） が 講 じ ら れ て い な け れ ば
な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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本 発 明 の 利 点 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る か 、 少 な く と も 大 幅 に 減 ら す と こ ろ に あ る 。
さ ら に 、 本 発 明 は 、 使 い 勝 手 が 改 善 さ れ 、 使 用 者 に と っ て 扱 い や す く な っ て い る 注 入 装 置
を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 で は 、 実 施 例 の み に 基 づ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 入 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
図 ２ は 、 図 １ に お い て 注 入 装 置 の エ ン ド ・ キ ャ ッ プ を 外 し た 平 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ の 注 入 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
図 ４ は 、 本 発 明 に 従 う 注 入 装 置 に 使 用 さ れ る 別 の 駆 動 機 構 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま ず 図 １ な い し 図 ３ に お い て 、 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 入 装 置 ２ が 示 さ れ て い る 。 注 入 装 置
２ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ を 備 え 、 そ の ハ ウ ジ ン グ に は エ ン ド ・ キ ャ ッ プ す な わ ち カ バ ー ６
が 着 脱 可 能 な よ う に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 一 の 端 部 に は 、 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル 領 域 ８ が 確 保 さ れ て い る 。 こ の
領 域 に は 、 典 型 的 に は Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で あ る 表 示 パ ネ ル １ ０ と 、 第 一 投 与 量 制 御 ボ タ ン １ ２
お よ び 第 二 投 与 量 制 御 ボ タ ン １ ４ が 配 置 さ れ 、 第 一 お よ び 第 二 投 与 量 制 御 ボ タ ン は 、 注 入
薬 剤 の 投 与 量 の 増 減 を 調 節 す る た め の 操 作 ボ タ ン で あ る 。 図 示 す る 実 施 例 の コ ン ト ロ ー ル
パ ネ ル 領 域 １ ０ に は 、 ア ー ム ボ タ ン １ ６ も 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 体 ハ ウ ジ ン グ の 第 一 の 端 部 に は 、 投 与 （ ｄ ｉ ｓ ｐ ｅ ｎ ｓ ｅ ） ボ タ ン １ ８ も 配 置 さ れ て い
る 。 こ の 投 与 ボ タ ン １ ８ は 、 押 さ れ て い な い 状 態 で は 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ と 同 一 面 に あ る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
注 入 装 置 ２ の 縦 軸 に 沿 い 、 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル 領 域 １ ０ の 両 側 に は 、 複 数 の 溝 ま た は 窪 み
２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 溝 ま た は 窪 み は 、 使 用 者 が 注 入 装 置 ２ を 持 ち や す い よ う
に す る た め に 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 二 の 端 部 に は 、 針 ユ ニ ッ ト ２ ２ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 着 脱 可 能 な よ う
に 装 着 さ れ て い る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 二 の 端 部 に は 、 さ ら に 、 型 形 成 部 分 ２ ４ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
使 用 時 に は 、 薬 剤 の カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル は 、 型 形 成 部 分 ２ ４ の 下 の 本 体 ハ ウ
ジ ン グ ４ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 こ の 型 形 成 部 分 は 、 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ が 使 用 者 に 見 え る よ
う に 透 明 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
開 始 ボ タ ン ２ ６ も 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 二 の 端 部 に 配 置 さ れ る 。 エ ン ド ・ キ ャ ッ プ ６ が ハ
ウ ジ ン グ の 第 二 の 端 に 装 着 さ れ て い れ ば 、 誤 っ て 開 始 ボ タ ン ２ ６ を 押 し 下 げ た り 、 針 ユ ニ
ッ ト ２ ２ が 刺 さ っ た り す る 恐 れ は な い こ と が 理 解 で き る で あ ろ う 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第
二 の 端 部 に は 、 エ ン ド ・ キ ャ ッ プ す な わ ち カ バ ー ６ が 正 し く 装 着 さ れ て い る か 否 か を 検 知
す る た め の カ バ ー 検 知 ス イ ッ チ ２ ８ も 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ に は 、 そ れ ぞ れ の ボ タ ン に 対 応 す る 開 始 接 点 ３ ０ 、 ア ー ム 接 点 ３ ２ 、 第 一 投 与 量 制 御
接 点 ３ ４ お よ び 第 二 投 与 量 制 御 接 点 ３ ６ が 示 さ れ て い る 。 投 与 ボ タ ン １ ８ に 対 応 す る 投 与
接 点 １ ９ も 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に お い て は 、 電 源 ３ ８ と し て 、 例 え ば 一 個 以 上 の 電 池 を 収 納 す る た め の 場 所 が 設 け て
あ る こ と が 理 解 で き る で あ ろ う 。 同 じ く 、 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル を 装 着 す
べ き 好 適 な 領 域 も 配 置 さ れ て い る 。 こ の 領 域 に 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 脱 着 可 能 な 型 形 成 部 分
２ ４ か ら ア ク セ ス す る こ と で 、 使 用 者 は 必 要 に 応 じ て カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル を
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交 換 す る こ と が で き る 。 カ ー ト リ ッ ジ に ア ク セ ス す る 別 の 手 段 は 、 図 １ ６ な い し 図 ２ ３ に
関 連 し て 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 三 の 領 域 に は 駆 動 機 構 ４ ２ が 配 置 さ れ て い て 、 電 源 ３ ８ か ら の 電 力
に よ っ て 駆 動 さ れ 、 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル に 対 し て 作 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル は 、 容 器 ４ ４ ま た は ス リ ー ブ を 備 え て お り 、 そ の 一
方 の 端 で あ る 頭 部 端 は カ バ ー ４ ６ に よ っ て 閉 鎖 さ れ 、 他 方 の 端 は 、 可 動 栓 ４ ８ ま た は ス ト
ッ パ に よ っ て 密 閉 さ れ て い る 。 所 定 の 位 置 で 、 針 ユ ニ ッ ト ２ ２ は カ バ ー ４ ６ を 貫 通 し 、 栓
４ ８ が カ バ ー ４ ６ の 方 向 に 運 動 す る と 、 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル 内 に 充 填 さ
れ て い る 薬 剤 が 排 出 さ れ る 。 カ ー ト リ ッ ジ は 、 Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｆ Ｄ Ｉ Ｓ 　 １ １ ６ ０ ８ 　 Ｐ ａ ｒ ｔ
３ に よ る ３ ｍ ｌ カ ー ト リ ッ ジ で も よ い し 、 注 入 装 置 に 適 合 す る も の で あ れ ば い か な る カ ー
ト リ ッ ジ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
栓 ４ ８ ま た は ス ト ッ パ の 運 動 は 、 駆 動 機 構 ４ ２ の 一 部 を 成 す ピ ス ト ン ま た は プ ラ ン ジ ャ ５
０ の 運 動 に よ っ て 行 わ れ る 。 ピ ス ト ン ま た は プ ラ ン ジ ャ ５ ０ は 、 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ ま
た は ア ン プ ル の 交 換 が 可 能 な 第 一 の 完 全 に 後 ろ に 引 い た 位 置 （ 図 示 せ ず ） と 、 薬 剤 カ ー ト
リ ッ ジ ４ ０ ま た は ア ン プ ル か ら 薬 剤 が 最 大 限 に 排 出 さ れ る 第 二 の 完 全 に 繰 り 出 さ れ た 位 置
の 間 を 運 動 す る こ と が で き る 。 ピ ス ト ン ５ ０ が 完 全 に 後 ろ に 引 い た 位 置 に あ る と き に 、 そ
の こ と を 検 知 す る エ ン ド ・ ス ト ッ プ ・ ス イ ッ チ ５ ２ を 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ に 配 置 す る こ と が
で き る 。 エ ン ド ・ ス ト ッ プ ・ ス イ ッ チ ５ ２ が 作 動 す る と 、 止 め 金 ま た は そ の 他 の 止 め 装 置
が 解 除 さ れ て 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ に 装 着 し た カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ を 交 換 す る た め の ア ク セ ス
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
駆 動 機 構 ４ ２ は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト （ 図 示 せ ず ） で 制 御 さ れ る モ ー タ ５ ４ に よ っ て 駆 動 さ
れ る 。 ピ ス ト ン ５ ０ が 第 一 の 位 置 と 第 二 の 位 置 の 間 で 運 動 で き る た め に は 、 モ ー タ ５ ４ は
逆 回 転 可 能 で な け れ ば な ら な い 。 図 ３ に お い て 、 モ ー タ ５ ４ が 歯 車 列 ４ ２ を 通 じ て ピ ス ト
ン ５ ０ を 動 か す こ と が 分 か り 、 第 三 の 回 転 子 ５ ８ が 回 転 す る と 、 ピ ス ト ン ５ ０ が 第 三 の 回
転 子 ５ ８ に 対 し て 運 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
使 用 者 が モ ー タ ５ ４ お よ び そ れ と 連 動 す る 駆 動 機 構 ４ ２ の 振 動 を 感 じ 、 ま た は そ れ ら が 作
動 中 で あ る こ と を 音 で 聞 け る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す れ ば 、 注 入 装 置 ２
が 作 動 し て い る こ と に 対 す る 使 用 者 の 信 頼 感 は 、 さ ら に 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 で は 、 特 に 図 １ 、 ２ お よ び ３ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る ペ ン 型 注 入 装 置 の 機 能 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
注 入 装 置 ２ に は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト が 装 備 さ れ て い る 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 駆 動 装 置 お
よ び ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 両 方 と 連 結 さ れ て い る 。 ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、
表 示 パ ネ ル １ ０ と 使 用 者 が 操 作 で き る ボ タ ン （ お よ び そ れ と 連 携 す る 接 点 ） と を 備 え て い
る 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 中 心 と し て 構 成 さ れ て い る 。 「 投 与 履 歴 」
お よ び 患 者 に 関 す る 情 報 の 保 存 に は 、 揮 発 性 ま た は 非 揮 発 性 メ モ リ を 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
電 子 制 御 ユ ニ ッ ト の 電 源 は 、 注 入 装 置 の 電 源 ３ ８ か ら 供 給 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
注 入 装 置 ２ は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト と 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 外 部 装 置 と を 接 続
す る た め の 通 信 用 ポ ー ト を も 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 注 入 装 置 ２ は 、 注 入 装 置 ２ が 逆 さ ま に さ れ た と き に そ れ を 検 知 す る た め の 開 始 検 知
機 構 （ 傾 斜 ス イ ッ チ ま た は 加 速 計 ） も 装 備 し て い る 。 逆 さ 位 置 （ 針 を 上 向 き に す る ） を 検
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知 す る と 、 注 入 装 置 ２ は 自 動 的 に 開 始 準 備 が 完 了 し た 状 態 に 変 わ る 。 開 始 ボ タ ン ２ ６ を 押
し 下 げ る と 開 始 動 作 が 始 ま り 、 一 定 の 小 さ い 投 与 動 作 が 引 き 起 こ さ れ る 。 開 始 ボ タ ン ２ ６
を 押 し 下 げ た と き 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に よ り ス ピ ー カ か ら 音 を 発 生 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ れ 以 外 の と き は 、 開 始 ボ タ ン ２ ６ は 作 動 し な い 。 開 始 ボ タ ン ２ ６ が 作 動 可 能 な と き は 、
制 御 パ ネ ル 領 域 に 配 置 さ れ て い る す べ て の 他 の ボ タ ン 、 す な わ ち 投 与 量 を 設 定 ま た は 投 与
す る た め に 使 用 さ れ る こ と に な っ て い る ボ タ ン は 作 動 し な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ア ー ム ボ タ ン １ ６ を 十 分 な 時 間 押 し 下 げ る と 、 可 聴 音 と し て 使 用 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 行
う た め に 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は ス ピ ー カ か ら 音 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ア ー ム ボ タ ン １ ６ の 機 能 は 投 与 ボ タ ン １ ８ を 作 動 可 能 に す る こ と で あ る 。 注 入 装 置 ２ が 準
備 完 了 状 態 に な る ま で の あ ら か じ め 決 め ら れ た 時 間 の 間 、 ア ー ム ボ タ ン を 押 し 下 げ た 状 態
で 保 持 す る こ と が 好 ま し い 。 準 備 完 了 状 態 は 表 示 パ ネ ル １ ０ に 表 示 す る こ と も で き る 。 ア
ー ム ボ タ ン の 機 能 と カ バ ー 検 知 ス イ ッ チ ２ ８ と を 連 結 さ せ て 、 カ バ ー ６ が な い と き の み 、
ア ー ム ボ タ ン １ ６ の 機 能 が 注 入 装 置 ２ を 作 動 で き る 状 態 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 好 ま し い 実 施 態 様 に よ れ ば 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 計 時 手 段 が 、 注 入
装 置 ２ が 準 備 完 了 後 、 指 定 さ れ た 時 間 間 隔 内 に 投 与 ボ タ ン １ ８ が 押 さ れ て い る か 否 か を 検
知 す る 。 投 与 ボ タ ン １ ８ が 指 定 さ れ た 時 間 間 隔 内 に 押 し 下 げ ら れ な か っ た 場 合 は 、 電 子 制
御 ユ ニ ッ ト が 注 入 装 置 ２ を 準 備 態 勢 か ら 解 除 す る 。 ま た 、 使 用 者 が あ ら か じ め 決 め ら れ た
時 間 内 に ア ー ム ボ タ ン を 二 度 目 に 押 し 下 げ る と 、 注 入 装 置 が 動 作 を 停 止 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 別 の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 投 与 ボ タ ン １ ８ が 開 始 ボ タ ン と 投 与 ボ タ ン の 両 方 の 機 能 を
果 た す よ う に し て も よ い 。 注 入 装 置 ２ の 針 を 上 に 向 け て 開 始 検 知 器 を 作 動 さ せ る と 、 投 与
ボ タ ン １ ８ は 、 そ の 機 能 を 上 記 実 施 態 様 の 開 始 ボ タ ン の 機 能 に 変 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
注 入 装 置 ２ の ボ タ ン は 、 操 作 結 果 が 触 感 で 使 用 者 に 分 か る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ４ は 、 出 力 軸 １ ７ ２ を 具 備 す る 回 転 ソ レ ノ イ ド １ ７ ０ の 形 を し た 駆 動 機 構 を 示 す 。 回 転
ソ レ ノ イ ド は 、 典 型 的 に は 、 直 線 的 な プ ッ シ ュ プ ル 運 動 を ソ レ ノ イ ド 内 の 螺 旋 ボ ー ル レ ー
ス に よ っ て 数 度 の 角 度 （ 約 １ ５ ° ） の 回 転 運 動 に 変 換 す る 。 出 力 軸 １ ７ ２ は 第 一 ラ チ ェ ッ
ト 部 材 １ ７ ８ と 係 合 す る 。 そ し て 第 一 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ は 、 送 り ね じ の 軸 １ ８ ０ に 取
り 付 け ら れ た 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ４ を 駆 動 す る 。 こ こ に 記 述 す る 説 明 の 文 脈 に よ れ ば
、 送 り ね じ が 、 栓 ４ ８ を 薬 剤 カ ー ト リ ッ ジ ４ ０ の 内 部 で 前 進 さ せ る た め の ピ ス ト ン 手 段 を
包 含 す る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 第 一 お よ び 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ ， １ ７ ４ は 、
ハ ウ ジ ン グ １ ７ ６ の 中 に 配 置 さ れ る 。 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ４ は 、 第 一 ラ チ ェ ッ ト 部 材
１ ７ ８ に 向 か っ て 付 勢 さ れ る （ こ こ で は 、 コ イ ル ば ね １ ８ ２ に よ っ て ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ソ レ ノ イ ド が 第 一 行 程 に 入 る と 、 第 一 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ は 回 転 さ れ る 。 図 ４ か ら 分 か
る よ う に 、 第 一 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ の 最 も 近 い 歯 が 上 に 向 か っ て 動 き 、 そ の 結 果 、 第 二
ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ４ の 対 応 す る 歯 は 遠 ざ か る 方 向 、 つ ま り 付 勢 手 段 に 対 す る 方 向 に 押 さ
れ る 。 第 一 お よ び 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ ， １ ７ ４ に 配 置 さ れ る 歯 は 、 回 転 ソ レ ノ イ ド
１ ７ ０ の 出 力 軸 の 角 変 位 よ り わ ず か に 小 さ い 角 変 位 に 相 当 す る 角 度 で 配 置 さ れ る 。 行 程 の
終 わ り で は 、 第 一 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ８ の 歯 は 、 割 り 出 し に よ っ て 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １
７ ４ の 次 の 組 の 歯 と か み 合 っ て い る 。 ソ レ ノ イ ド １ ７ ０ が 戻 り 行 程 に 入 る と 、 第 一 ラ チ ェ
ッ ト 部 材 １ ７ ８ は 反 対 方 向 に 回 っ て 第 二 ラ チ ェ ッ ト 部 材 １ ７ ４ お よ び 連 動 す る 送 り ね じ の
軸 １ ８ ０ と を 駆 動 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 入 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に お い て 注 入 装 置 の エ ン ド ・ キ ャ ッ プ を 外 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ の 注 入 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に 従 う 注 入 装 置 に 使 用 さ れ る 別 の 駆 動 機 構 の 概 略 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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